





A Case of Malignant Fibrous Histiocytoma, with Special Reference 
 to its Histologic Features and its Classifications
MAKOTO KAWASUMI CHIHITO NAKAMURA






























































































































































































































































































































































































































年　著　　　　老 年齢 性 部　　位 臨　　床　　診　　断 転移 転　　　　　　　　帰 備　　考
1976吉村　安郎，他28 21 ♀ 右側顎関節 顎関節悪性腫瘍 一 初診から2年後に死亡
1977酒井　俊一，他19 23 ♀ 右側顎関節 aneurysmal　bone　cyst
～ 初診から10ケ月後に死亡 （会）
村橋けい子，他15 59 ♀ 上顎洞 Pigmented
？ 良好 （会）
villonodullar　synovitis
1978堀越　　勝，他6｝ 50 ♂ 上顎前歯部 一 6ケ月，良好
1979虎頭　　廉，他111 44 ♀ 左舌根部 生検より 十 70日後死亡 （会）※
malignant　lynlphoma～
松村元良，他13’ 39 ♂ 左側上顎洞 上顎洞炎 十 発症より1年 園部宏，他2
初診より9ケ月で死亡 （1978）
高木　　実，他2爲 33 ♀ 上顎
？
瀬山　　淳，他2°） 58 ♂ 下顎 十 （会）
1980井上　哲生，他7） 25 ♂ 上顎洞 上顎洞炎 十 発症より1年で死亡
向後隆男，他14 45 ♀ 右側上顎 一 初診より2年で死亡
1981民本和子，他27 71 ♀ 右側ロ蓋部 一 1年2ケ月で死亡
自験例 60 ♂ 左側下顎部 悪性腫瘍 十 初診から6ケ月で死亡
（会）は学会発表を示す． ※印は病理診断がmalignant　histiocytomaとなっている．
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織球腫について病理組織学的報告を行ない，現在
なされている分類及びその判断基準について検討
を行なった．また1967年以後わが国において報告
された口腔領域における悪性線維性組織球腫の臨
床的性状についても文献的考察を行なった。
　稿を終わるにあたり，貴重な材料と臨床所見を提供
して下さった本学口腔外科学教室第II講座　待田順治
教授，診断についL（御教示をいただいた同生物学教室
川原一祐教授，御校閲をいただいた同口腔病理学教室
枝　重夫教授に深く感謝の意を表する．
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図1：多数の管腔が形成され，内腔には赤血球が認められるものがある．異形性の強い内皮細胞様細胞
　　　が管腔付近に増殖しているのがみられる．（H－E，×238）
図2：組織球様の細胞と線維芽細胞様細胞とが混在しており，中央に島状の泡沫細胞の団塊が認められ
　　　る．　（H－E，×60）
図3：ほとんどが紡錘形ないし長紡錘形の細胞よりなる．線維成分は細胞成分に比して少なく両者が一
　　体となってstoriform　patternを形成している．（Masson’s　trichrome，×60）
図4：泡沫細胞の集族を示す中拡大像．円形の明るく抜けた胞体と小型の核とが観察される．（H－E，
　　×238）
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　　図5：Storiform　patternの渦の部分．紡錘形組胞の中eこ，へびのように細長く伸びた核を有する長
　　　　紡錘形細胞がみられる．（H－E，×152）
　　図6：泡沫細胞，組織球，紡錘形細胞が混在してみられる．下方の出血巣近くには赤血球を負食した組
　　　　織球も認められる．（H－E，×238）
　　図7：時折組織球の集団中に多数の多核巨細胞が認められる．炎症性細胞がこれらの細胞の間をぬう様
　　　　にびまん性に認められる．（H－E，×152）
　　図8：多数の炎症性細胞にとりかこまれた多核巨細胞．旺盛な貧食能を示す．（H－E，×238）
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　図9：細胞性貧食胞をもつ多核巨細胞．周囲の組織球様細胞は細胞質から突起を出して互いに結合して
　　　　いるように見える．微細な線維も認められる．　H－E，×238
　図10：異形性の強い細胞性の背景の中；こ，不規則な細胞質突起をもつ奇怪な形態の多核巨細胞が時折認
　　　　められる．　H－E，×238
　図11：2つの核をもつ組織球様細胞．多核巨細胞へ移行する中間型であることを推定させる．　H－E，
　　　　×380
　図12：脂肪を貧食して膨化した胞体をもっ多核巨細胞と組織球．　Oil　redO，×238
